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 現在、消化器内科では、「本邦の炎症性腸疾患患者の多施設共同前向き長期

観察研究」を行っています。今後の治療に役立てることを目的に、この研究で

は2018年以降、炎症性腸疾患に対して診療を行った患者さんの検査や治療内

容について診療情報などを利用させていただきます。診療情報などがこの研

究で何のために、どのように使われているのかについて詳しく知りたい方は、

下記の窓口にご連絡ください。 

 

１．研究課題名  

「本邦の炎症性腸疾患患者の多施設共同前向き長期観察研究」 

 

２．研究の意義・目的  

本邦で急速に増加している炎症性腸疾患を対象とした病勢、治療実態、お

よび合併症の実態を長期間に調査し、今後の治療に役立てます。 

 

３．研究の方法  

診療録に記載されている患者背景（性別、年齢、合併症）、症状・内視鏡所

見、血液検査所見、治療内容等を利用して、本邦における炎症性腸疾患患者の

病勢、治療実態及び合併症について長期間観察します。 

対象となる期間：2018年6月から2025年7月まで（2029年3月まで延長予定） 

 

４．研究組織 

研究組織および研究責任者は下図になります。 

 

医療機関名 研究実施責任者名 

（実務担当者） 

千葉大学大学院医学研究院 消化器内科学 

加藤直也 

加藤順 

（松村倫明） 

（小笠原定久） 



（對田尚） 

（太田佑樹） 

国保君津中央病院 消化器科 駒嘉宏 

千葉ろうさい病院 消化器内科 桝谷佳生 

国保旭中央病院 消化器内科 紫村治久 

千葉メディカルセンター 消化器内科 福田吉宏 

千葉市立青葉病院 消化器内科 橘川嘉夫 

JCHO船橋中央病院 消化器内科 山口武人 

 

5．個人情報の保護について 

取得したデータは個人情報を削除して統計解析します。患者さんの秘密保

護に配慮し、試験の結果を公表する際は、個人を特定できる情報を含まない

ようにし、また、得られた患者さんの情報は、同意が得られた場合は将来の医

学研究のために使わせていただきます。取得したデータは病院病歴室及び医

学部本館消化器内科学教室において管理、解析されます。 

別途同意いただいた方から収集したデータはデータセンターにて、NTTコミ

ュニケーションズが独自開発した暗号化システムを利用して、これまでの暗

号方式以上に解読が極めて困難な秘密保護方式で保管されるため、患者さん

の個人情報については高度のセキュリティを確保しております。 

 

6．研究に診療情報などを利用して欲しくない場合について 

ご協力いただけない場合には、結果の公開前であればいつでも対応します

ので、ご遠慮なくお申し出ください。 

 

研究実施機関  ：成田赤十字病院 
本件のお問合せ先：消化器内科 
         医師  万代 恭史 
           ０４７６（２２）２３１１ 
 

 

文部科学省、厚生労働省が定める「人を対象とする生命科学・医学系研究に

関する倫理指針(令和3年4月 文部科学省・厚生労働省・経済産業省)」に基づ

いて掲示を行っています。 
 


